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アフィリエイトやドロップシッピング内職に関するトラブル








はじめに

事例マンガ

解説

　ポイント１　「誰でも簡単にできる内職」とアフィリエイトを勧誘される

　ポイント２　勧誘の場はＳＮＳサイトが主流。“親しい仲間”が悪質業者の手先かも!?

　ポイント３　自分で商品を販売するホームページを開設するドロップシッピング

　ポイント４　失うものはお金だけではない。友人関係に修復できない亀裂も…。

　ポイント５　トラブルに巻き込まれないためには









	わたしはダマサレナイ！！

		　このコーナーで紹介するまんがは、実際に起きた事件をもとに、その「だましのシーン」を再現したものです。

			なぜだまされてしまうのか？

			ここで再現する巧みな策略に、その秘密が隠されています。

			「私だけは大丈夫！」

			なんて甘く考えてはいませんか？

			実はそう考える人こそ被害に遭いやすいのです。


       	
			[金融広報中央委員会（知るぽると）について]

			
                　おかねについてのあれこれを、みんなにもっと知ってほしい。

わかりやすい金融情報を提供して、よりいきいきとした生活設計をお手伝いしたい。

そんな思いで働いているのが、金融広報中央委員会。

日本銀行の中に事務局のある、公正・中立な機関です。

「知るぽると」の“ぽると”は「港」「入口」。おかねの情報が集まる「港」として、おかねの知識への身近な「入口」として、活動の進化をはかる金融広報中央委員会の愛称です。
                

            

        






    	
    			※注意※ マンガはお読みの画面サイズに合わせて、左上から順にコマが配置されます。左→右へと読み進めてください。
    	

	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
    
	    ※この物語はフィクションです。

    







			インターネットを使ったビジネスの仕組みを悪用したトラブルが増えています

			
				　「アフィリエイトでおカネを稼ごう」、「ドロップシッピングで簡単起業」などの謳い文句で、インターネットを使った必ず儲かる副業があると勧誘され、最終的には高額な登録料などをだまし取られるトラブルが後を絶ちません。最近は「友人を紹介するとさらに儲かる」といったマルチ取引のようなケースも見られ、大学生など若者に被害が広がっています。

			

			
			  ポイント１

				「誰でも簡単にできる内職」とアフィリエイトを勧誘される

				
					　アフィリエイトとは、個人のホームページやブログに、契約企業の商品やサービスの広告を掲載し、その広告がクリックされて商品などが売れると、報酬が得られる仕組みです。
　アフィリエイトを始めるには、商品を販売する企業と直接契約するか、専門の仲介業者と契約する方法があります。
　このときは「仮登録」などの形をとって、手数料などの初期費用はかからず、また自分で在庫用の商品を先買いする必要もありません。とても手軽に始めることができます。このため、悪質業者はアフィリエイトを騙って、「誰でも簡単にできる内職」、「必ず儲かる」などと勧誘してきます。

				

			

			
			  ポイント２

				勧誘の場はＳＮＳサイトが主流。“親しい仲間”が悪質業者の手先かも!?

				
					　悪質業者は、副業を紹介するサイトの閲覧者やメールマガジンの読者に誘いをかけてきます。また、ＳＮＳサイトで知り合いになったうえで、個別に勧誘してくるケースも見られます。こうした勧誘につられて始めてみると、実際にはまったく儲かりません。そこへ業者から「有料の本登録をすれば、勧誘マニュアルなどの営業ノウハウやツールを提供する」というメールが届きます。先のSNSサイトの知り合いからも「本登録してノウハウを知ってから儲かり出した」、「本登録料は消費者金融で工面。儲かったのですぐに返済できた」といった体験談を聞かされます。また「有料登録をする人の勧誘に成功すると、紹介料をもらえる」などと、マルチ取引的な勧誘を勧められることもあります。
　被害者はそれを鵜呑みにして、借金までして本登録してしまいます。しかし簡単に儲けに役立つはずのツールはまったく役に立たず、有料で登録してくれる人を勧誘することも容易ではありません。結果的に借金だけが残ります。

				

			

			
			  ポイント３

				自分で商品を販売するホームページを開設するドロップシッピング

				
					　ドロップシッピングは、メーカーや卸業者の代理店となり、商品販売サイトを自分で開設し、商品が売れた場合は、卸値と販売価格との差益が自分の利益となる仕組みです。こちらも商品在庫を持たずに始められますが、システム利用料などがかかります。
　ここでのトラブルは、「ホームページの開設や販売のノウハウはすべてサポートするので必ず儲かると説明を受け数十万円の登録料を支払ったものの、まったく儲からず、業者からは何のサポートも受けられない」といった内容のものが多く見られます。

				

			

			
			  ポイント４

				失うものはお金だけではない。友人関係に修復できない亀裂も…。

				
					　アフィリエイトやドロップシッピングに関するトラブルで失うものは、「お金」だけではないケースも多いのです。売上げのために友人に無理に商品を買ってもらったり、身近な人を次々に登録へと勧誘した結果、人間関係を損なうといったケースも見られます。

				

			

			
			  ポイント５

				トラブルに巻き込まれないためには

				
					　トラブルに巻き込まれないためには、「手軽にできる」、「必ず儲かる」といった言葉を信用しないこと。「簡単にお金を稼ぐことはできないこと」を肝に銘じましょう。また、誰か友人が登録すると紹介料をもらえると誘われた場合は、いわゆる「マルチ取引」の可能性が高いといえます。友人や先輩からの誘いでも、勇気をもってキッパリ断わりましょう。
　困った場合には早めに消費生活センターに相談しましょう。

				

			

			
				
					［詳しい情報やご相談］

                    ●国民生活センター

						http://www.kokusen.go.jp/news/data/n-20150716_1.html

                

            

			

			この電子ブックは、金融広報中央委員会の広報誌『くらし塾 きんゆう塾』Vol.37 2016年夏号（2016年7月発刊）の記事から作成したものです。

	            ●金融広報中央委員会

						http://www.shiruporuto.jp/


						© 金融広報中央委員会 2016
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